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ねらい

☆認知症状の進行段階や症状の変化に応じた社会資源の活用の

方法やかかわり方を知る。（寄り添った関与のうえで）

☆若年性認知症京都オレンジガイドブックの内容を把握する。





方策の種類
☆気づき・診断の頃に利用できる窓口等

地域包括支援センター、コールセンターetc

☆休職したり退職の際などに利用できる制度等

傷病手当、精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療etc

☆働いたり社会参加をしたい時に利用できる制度

就労支援、精神科デイケアetc

☆病状や状態に応じて利用できるサービス等

介護保険、障害者総合支援法etc

☆家計を支援する制度等

障害年金、控除、減免、生活福祉資金、奨学金etc

☆家族支援、権利・自立・尊厳を守る制度

家族の会、介護休業制度、成年後見制度etc

若年性認知症京都オレンジガイドブックより

市高齢介護課
京都府

協会けんぽ
市社会福祉課

保健所など
市社会福祉課

市社会福祉課市高齢介護課

市国保年金課

市税務課

家庭裁判所

ほか、医療機関・ハローワーク・警察署・教育委員会など

社会福祉協議会

ガイドブック
P6～7



実際に活用するにあたって

情報の把握と活用するためのタイミングを考える

・傷病手当はどの時点で受給すればよいのか？
・継続的に経済的支援を受けるためには？
・認知症疾患医療センターはどこにあるのか？
・精神保健福祉手帳はいつの時点で申請できるのか？

etc

事例に方策を当てはめてみる



事例（仮）

Kさん 女性 ５８歳

京都市生まれ、結婚後京都府南部に居住。夫と大学生の子供１人の３人暮らし。
出産時産休で休んでいた時期を除いて、経理の仕事を続ける。
４６歳の時、子宮筋腫。５０代になり坐骨神経痛の既往あり。

①５５歳頃より意欲減退、買い物で同じものを何度も購入する等心身の異変が
生じ始める。

②５６歳頃経理の記載間違いや物品の管理に支障が生じるようになる。うつと
診断され、仕事を休職。

③５７歳職場の健康診断で相談した際、専門機関を勧められ受診。MRI検査の
結果、脳の萎縮を認めアルツハイマー型認知症と診断。仕事を退職する。



５５歳頃より意欲減退、買い物で同じものを何度も購入する等心身の異変が生
じ始める。

状況等 活用できるかもしれない方策

☆とりあえず認知症の情
報を得たい

☆身近に問合せ、話をき
きたい。

☆健康状態を把握する場

・インターネット、リーフレット等
・認知症に関する研修会、セミナー等

・健康相談
地域包括支援センター
・京都府こころのケアセンター
若年性認知症コーディネーター
・コールセンター

・健康診断











ガイドブック
P22



ガイドブック
P２２



状況等 活用できるかもしれない方策

☆これからの就業はどうなる
のか

☆医療費の負担軽減
☆休業後の所得補償

☆受診する際の医療機関、相談
機関

・職場の就労相談

・自立支援医療
・労働災害保険給付
・傷病手当金

・物忘れ外来（認知症疾患医療センター）
・認知症初期集中支援チーム

５６歳頃経理の記載間違いや物品の管理に支障が生じるようになる。
うつと診断され、仕事を休職。



ガイドブック
P25





ガイドブック
P2４



ガイドブック
P23





状況等
活用できるかもしれない

方策

☆傾聴者、今後の相談
☆当事者、家族間交流の場

☆退職前後の就労相談の場

☆退職後の所得補償
☆生活上の経済支援

・リンクワーカー
・家族の会
・カフェ等居場所

・就労相談
相談機関（法テラス等）
障害者の就労支援

・雇用保険（失業保険）
・就学援助、奨学金
・保険料の減免

・車の運転について

５７歳職場の健康診断で相談した際、専門機関を勧められ受診。MRI検査の結果、
脳の萎縮が認めアルツハイマー型認知症と診断。仕事を退職する。



ガイドブック
P３８



ガイドブック
P２８

075‐682‐8029





ガイドブック
P２５



ガイドブック
P３６





ガイドブック
P２７



その後

状況等
活用できるかもしれない

方策

☆初診後6か月以降

☆自宅での家事、外出が一人ではで
きにくくなった時等。

☆初診後1年6か月以降

☆契約能力に応じて

・精神障害者保健福祉手帳

・介護保険
・障害者総合支援法

・障害年金
・特別障害者手当
・障害者等各種控除
・国民健康保険料等の減免

・日常生活自立支援事業
・成年後見制度
（補助、保佐、後見）

・生命保険と住宅ローン



ガイドブック
P２６



ガイドブック
P３４



ガイドブック
P３５



ガイドブック
P３５



ガイドブック
P３６～３７



○目標は生活の質（ＱＯＬ）の実感、納得、理解

⇒自立した生活（認知症とともに生きる）

サービス等はそのための手段。
ニーズを担うことが援助ではなく、

決定に至るプロセスを支援する。



ご清聴ありがとうございました


